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次
世
代
に
平
和
の
心
を
つ
な
げ
よ
う

１
９
６
３
年
に
愛
知
県
議
会
で
「
平
和
県
宣
言
」
が
決
議
さ
れ
て
か
ら
、
２
０
２
３
年
に
60

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
10
月
30
日
、
愛
知
県
知
事
は
、
先
の
調
査
で
把
握
し
た
県
内
の
戦
争

遺
跡
に
つ
い
て
の
現
状
調
査
を
行
い
、
適
切
な
保
存
・
継
承
に
向
け
対
応
を
検
討
し
、
ま
ず
は

今
年
度
、
市
町
村
に
協
力
を
求
め
、
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

南
知
多
町
も
愛
知
県
と
協
力
し
て
、
戦
争
遺
跡
の
適
切
な
保
存
と
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

発行

県
下
３
０
５
カ
所
の
戦
争
遺
跡
保
存

戦
争
体
験
の
風
化
を
防
げ

す
で
に
愛
知
県
で
は
、
１
９
９
６
年
か
ら

２
０
０
４
年
に
か
け
て
、
県
史
編
さ
ん
事
業

の
一
環
と
し
て
、
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
調
査

を
し
て
い
ま
す
。
県
史
の
中
に
は
、
３
０
５

カ
所
の
愛
知
県
内
の
戦
争
遺
跡
が
地
図
上
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
遺
跡
と
新
た
な
遺
跡
調
査

愛
知
県
は
本
年
11
月
か
ら
来
年
年
２
月
ま

で
に
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、

先
の
調
査
で
明
確
に
な
っ
て
い
る
３
０
５
カ

所
の
遺
跡
の
現
状
把
握
と
適
切
な
保
存
・
継

承
に
向
け
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
で
す
。

今
回
の
市
町
村
か
ら
の
基
礎
調
査
に
基
づ

き
、
２
０
２
４
年
以
降
に
現
地
調
査
や
文
献

調
査
な
ど
を
し
て
現
状
を
と
り
ま
と
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
３
０
５
か
所
以
外

に
、
市
町
村
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
戦
争

遺
跡
（
県
史
発
行
以
降
に
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
戦
争
遺
跡
等
）
に
係
る
情
報
に
つ
い

て
も
調
査
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
は
、
戦
後
80
年
近
く
が
経
過
し
、

戦
争
体
験
者
か
ら
の
証
言
を
得
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
戦
争
の
記
憶
を
継

承
す
る
た
め
の
戦
争
遺
跡
の
役
割
が
重
要
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
に
よ
る
戦
争
遺

跡
の
明
確
な
定
義
や
保
存
方
針
が
示
さ
れ
な

い
中
、
開
発
に
よ
る
撤
去
や
風
化
に
よ
る
消

滅
の
加
速
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
礎
調
査

市
町
村
に
要
請

い
て
戦
闘
が
行
わ
れ
た
場
所
に
残
さ
れ
た
以

下
の
よ
う
な
跡
と
し
て
い
ま
す
。
４
点
に
わ

た
っ
て
調
査
を
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

●
政
治
・
行
政
関
係
・
・
・
官
衙
（
か
ん
が
）

（
省
庁
）

軍
病
院

●
軍
事
・
防
衛
施
設
・
・
・
飛
行
場
・
航
空

基
地
、
高
射
砲
陣
地

●
生
産
・
貯
蔵
関
係
・
・
・
海
軍
工
廠
（
こ

う
し
ょ
う
）
な
ど
軍
需
工
場
、
火
薬

庫
な
ど
貯
蔵
施
設

●
戦
闘
地
・
戦
場
関
係
・
・
・
名
古
屋
な
ど

の
空
襲
被
災
地
、
広
島
、
長
崎
の
原

爆
に
よ
る
被
爆
地
跡

第２８１号 日本共産党の政策と活動をお知らせします あなたの声をお寄せください ２０２３年１１月２６日

調
査
は
、
概
ね
明
治
時
代
か
ら
、
１
９
４

５
（
昭
和
20
）
年
の
第
２
次
世
界
大
戦
終
結

ま
で
の
、
軍
事
関
連
施
設
及
び
国
内
外
に
お

<川柳コーナー>

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
世
界
で
は
、

今
も
戦
争
で
沢
山
の
人
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

日
本
は
、
あ
の
戦
争
の
反
省
か
ら
二
度
と
戦
争

し
な
い
と
決
め
た
。
そ
の
戦
争
と
は
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
の
か
知
る
た
め
の
戦
争
の
遺
跡
は
、

体
験
者
が
少
な
く
な
る
中
、
貴
重
で
あ
る
。

八
十
年
前
こ
の
町
に
も
戦
あ
り

南
知
多
町
も
今
こ
そ
戦
争
体
験
の
継
承

ま
ず
４
登
録
遺
跡
に
説
明
看
板
設
置
を

南
知
多
町
の
戦
争
遺
跡
と
し
て
は
、
愛
知

県
史
の
地
図
に
、
４
カ
所
が
次
の
よ
う
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
内
海

宝
積
院
の
土
塀
の
鐘
楼

梵
鐘
を
供
出
後
、
鐘
楼
を
土
塀
で
囲
っ

て
倒
壊
を
防
止

●
山
海

中
之
院
の
軍
人
墓
地

名
古
屋
市
千
種
区
月
ヶ
丘
墓
地
よ
り
中

之
院
境
内
に
移
転

●
片
名

特
攻
基
地
の
地
下
壕

第
４
特
攻
戦
隊
第
13
突
撃
隊
第
６
「
震

洋
」
隊
予
定
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壕

●
大
井

特
攻
基
地
の
地
下
壕

第
４
特
攻
戦
隊
13
突
撃
隊
第
15
「
回
天
」

予
定
素
掘
り
壕

内
田
議
員
は
、
２
０
２
２
年
の
６
月
議
会

に
お
い
て
、
「
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
を
語
り

継
ぐ
た
め
に
戦
争
遺
跡
・
証
言
の
保
存
継
承

山海 中之院の軍人像

～
愛
知
県
戦
争
遺
跡
の
保
存
・
再
確
認
・
調
査
へ
～

を
」
と
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。
町
と
し
て

は
、
遺
跡
を
把
握
し
て
い
る
と
表
明
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
保
存
の
必
要
性
は
認
め
て

も
、
遺
跡
プ
レ
ー
ト
表
示
に
つ
い
て
は
明
言

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
大
井
の
特
攻
兵
器

「
回
天
」
の
跡
地
は
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
、

片
名
の
特
攻
兵
器
「
震
洋
」
の
格
納
庫
は
草

だ
ら
け
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
愛
知
県
が
、
積
極
的
に
保
存
の
状
況

確
認
を
し
、
今
後
の
保
存
・
管
理
を
ま
と
め

る
と
し
て
い
ま
す
。
町
も
愛
知
県
に
協
力
し

て
、
ま
ず
県
に
登

録
さ
れ
て
い
る
４

カ
所
の
遺
跡
の
説

明
プ
レ
ー
ト
の
設

置
の
実
現
を
要
請

し
ま
す
。
予
算
等

は
県
に
相
談
し
、

町
の
予
算
を
使
っ

て
で
も
、
早
急
に

実
現
し
て
ほ
し
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で
の
悲
惨
な
戦
争
の

姿
は
、
80
年
前
の
日
本
本
土
や
沖
縄
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
戦
争
遺
跡
を
残
す
こ
と
は
重
要
で
す
。

二
度
と
あ
の
よ
う
な
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
。

「震洋」跡地(片名２０１６年当時)


